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令和元年度第 1 回 恵那介護保険運営協議会 

会議録 

 

日時：令和元年 6月 27 日（木） 

   午後 1時～ 

場所：恵那市役所 4階第 2委員会室 

 

１ 開会 

２ 委嘱 

３ あいさつ 

４ 会長・副会長の選出 

５ 議事 

（１）介護保険事業の実施状況について（資料１：P1～P9） 

（２）地域支援事業の実施状況について（資料１：P10～P12） 

（３）高齢者等生活支援事業について（資料１：P13） 

（４）第７期介護保険事業計画の取組と目標に関する評価について（資料２） 

（５）保険者機能強化推進交付金について（資料３） 

（６）その他 

６ 報告 

（１） 介護保険料について 

（２） 第８期高齢者福祉計画・介護保険事業計画策定に向けて 

（３） その他 

７ 閉会 

傍聴者：２名 
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■事務局（進行） 皆さんこんにちは。第 1 回恵那市介護保険運営協議会を始める。配布

資料を確認する。レジュメ、委員名簿、資料 1、資料 2、資料 3、概要版恵那市高齢者福祉

計画介護保険事業計画、地域密着型サービス運営委員会レジュメ、資料 1、運営協議会規

則、地域密着型サービス運営委員会設置規定。新たに委員になられた方には冊子のみんな

の安心介護保険、恵那市第 7 期高齢者福祉計画・介護保険事業計画。また、本日 1 枚追加

配布している、恵那市地域包括センターのあり方についてもお配りしておりますので、確

認をお願いします。 

 私は司会進行の高齢福祉課長の古山です。 

 

１ 開会 

 

■医療福祉部長 本日は議事、報告が数多くある。忌憚のない意見をいただきたい。それ

では開会する。 

 

２ 委嘱 

 

■事務局（進行） 委嘱書を交付する。市長が席まで行くのでその場で受け取ってほしい。 

〔 市長から委嘱書を交付 〕 

 

３ あいさつ 

 

■事務局（進行） 市長からあいさつ申し上げる。 

■市長 台風が近づいている。足元の悪い中、ありがとうございます。これから 2 年間、

いろいろな御意見をいただきながら進めたい。 

 恵那市は少子高齢化で子どもは減り相対的にお年寄りが増えている。昨晩、串原で地域

懇談会があった。40％を超える高齢化の中でこれからどうするか地域の皆さんと考えてき

た。昨日は若い人が多く、すごく前向きに捉えていて、地域を若い人が愛して、串原大好

きという人ばかりだった。辛いけど頑張っていこうという感じでまとめていた。見ていて

安心できたし、これから先、若い人が頑張ることが未来につながると思った。 

 そのとき 2 つほど意見があった。1 つは、地域包括支援センターも含めて、市役所が串

原から見ると遠くなったということ。元役場の時代は住民に近いところにあったので、そ

ういうところも含めてもっと近くでいてほしいということ。もう一つは、これからここの

地域を生きていく子どもたちのために、親である私たちが楽しく生きている、この地域で

暮らして良かったと思えるように背中を見せていきたいということ。まさにそういうこと
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だろうと感じで帰ってきた。 

 私たちは、恵那市をこれからずっと先も存続させるためには、ここで楽しく、ここで生

まれてここで育って良かったと言ってもらえるまちづくりをしないといけない。その意味

では、本日の介護保険のいろいろな制度に関しても、どんなサービスをしてどんなことを

すると喜んでいただけるか、もしくは健康でいつまでも元気で幸せに暮らしていただける

かということも大きなテーマとして考えていただけると思う。 

 忌憚のない意見を寄せていただきたい。少しでも住みやすい恵那市、まちづくり、高齢

会社会を生きるために意見をいただけたらと思います。 

■事務局（進行） 市長は他の公務のために退席する。 

■事務局（進行） 本日、小木曽委員、平野委員、大高委員、繁澤委員が欠席する。 

 自己紹介をお願いする。 

 

（各委員自己紹介） 

 

■事務局（進行） 事務局については名簿をもって紹介とする。 

 

４ 会長・副会長の選出 

 

■事務局（進行） 会長、副会長の立候補、推薦はあるか。 

■委員 事務局で案があれば。 

■事務局（進行） 事務局の案ということでいいか。 

〔 「異議なし」の声あり 〕 

■事務局（進行） 征矢野委員にお願いしたい。 

〔 拍手する者あり 〕 

■事務局（進行） 征矢野委員は会長席に移動してください。 

 副会長は運営協議会規則第 4 条 2 項より会長の指名となっているので会長から指名して

ほしい。 

■会長 介護についてはサービス等で詳しい人がたくさんおられるが、私が会長を務めさ

せていただく。皆様の協力をお願いします。副会長は歯科医師会の桐山先生にお願いした

い。 

■事務局（進行） 副会長からもあいさつをお願いします。 

■副会長 先輩方がたくさんいる中で務めさせていただく。会長の補佐として頑張りたい。 

 

５ 議事 
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（１）介護保険事業の実施状況について（資料１：P1～P9） 

 

■事務局（進行） 議事進行は会長にお願いする。 

■会長 議事 1について事務局から説明を求める。 

 

〔 事務局から資料に基づき説明 〕 

■会長 質問はあるか。 

 基金の残額はほかの市町村と同じような感じか。 

■事務局 市町によって全然違う。規模の大きい市町では基金もそれ以上に積んでいる。 

 

（２）地域支援事業の実施状況について（資料１：P10～P12） 

 

〔 事務局から資料に基づき説明 〕 

■会長 質問、意見はあるか。 

■西部委員 10 ページの訪問型サービスＡ、生活援助とあるが、掃除や買い物を誰がやる

のか。地域組織と書いてあるが。 

■事務局 シルバー人材センターに委託している。 

■西部委員 市から委託しているのか。 

■事務局 そうです。 

■西部委員 任意の、例えば自治会などがやるものとは違うということか。隣近所とかで、

このような活動をやっているところがあるが。それとは違うということか。 

■事務局 そうです。総合事業は市が事業所の指定をしている。規定がある。 

■西部委員 分かりました。 

■会長 ほかに何か質問はあるか。 

 

（３）高齢者等生活支援事業について（資料１：P13） 

 

〔 事務局から資料に基づき説明 〕 

 

■会長 質問、意見はあるか。 

 下から 2 番目の、高齢者短期入所事業は 1,800 人いるか、希望者はみんな入れているの

か。 

■事務局 申請した人、介護が必要でなく自分のことができる人はみんな利用している。 

■会長 断られることはないのか。 
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■事務局 申請すると恵光園からアセスメントに行き状態を確認してから利用されること

になる。事前に本人の状態を診るので、ほとんどの方が利用できます。 

■会長 ベッドには余裕があるということか。 

■事務局 はい。 

■副会長 1 号保険者と 2 号保険者の収入の割合。1 ページにあるように、1 号保険者はこ

れからどんどん増える。2 号保険者は減る。その収支の割合はどうなっているか。2 号保

険者が減ると、1 人当たりで面倒をみる人がたくさんいるということになるので、割合を

教えてほしい。今後 5 年ぐらいどのように 2 号保険者が減るか、1 号保険者が増えるかが

分かるといい。試算はどうか。 

■事務局 今年は、8 ページになるが、1 号保険者の 65 歳以上の人からは 12 億 554 万

4000 円が入っている。40 歳から 64 歳までが 14 億 6926 万 1 千円。40 歳から 64 歳までが、

健康保険から一緒に介護保険料分をいただいて、恵那市へ支払基金からお金をいただいて

いる。 

■副会長 というのは、今後 3 年間の介護保険計画を立てていかないといけないので、最

低 3年ぐらいの試算が必要ではないかと思う。 

■事務局 手元の青色の冊子が第 7 期の介護保険の計画だ。3 年に 1 度の計画を見直すと

いうことで、30 年度から 32 年度までの計画だ。この中には介護保険料をいくらもらわな

ければいけないかなどを定めている。3 年間で高齢者の人口の推移や、40 歳から 64 歳ま

での第 2 号保険者の人たちの人口推計と介護のサービスがどれだけの必要かを見込んで保

険料を定めている。第 7 期の計画に当たり、65 歳以上の人から介護保険料をいただかなけ

ればいけないと見ているのは、おおよそ 35 億 9900 万必要だと試算している。それ以外は、

介護で必要な半分は公費、国、県、市でみる。それ以外の 27％が 1 号被保険者の 65 歳以

上の人で負担していただく。その中で今回いただいた、平成 30 年度の保険料として、65

歳以上の人は 12 億ほどをいただいた。 

 第 8 期も同じように、3 年間の必要な経費がどれだけ要るかを基に保険料を算出してい

る。 

■会長 また 8期の計画策定もよろしくお願いします。 

 

（４）第７期介護保険事業計画の取組と目標に関する評価について（資料２） 

 

〔 事務局から資料に基づき説明 〕 

 

■会長 大変いい結果になっている。質問、意見はあるか。 
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（５）保険者機能強化推進交付金について（資料３） 

 

〔 事務局から資料に基づき説明 〕 

 

■会長 質問、意見はあるか。 

 

（６）その他 

■事務局 恵那市附属機関等の会議の公開に関する要綱があり、会議は原則公開しようと

いう中でこういう要綱が設定されている。ただし、「法令または条例の制定により会議が

非公開とされている場合」や情報公開条例、個人情報等が含まれているときは非公開にも

できるということが書かれている。公開、非公開の決定をすると第 4 条に書かれている。

附属機関の長、今回だと会長が決定していないときは市長が決めることができる。本日、

開会のところで説明しないといけないところで欠落してしまった。本日は公開でやってい

るし傍聴席も用意しております。今後は、会長が選任されていれば会長が会議で諮り今後

公開するかしないか決定していただかないといけないので、お諮りいただきたい。 

■会長 この会議の公開について意見はあるか。昨年度までは公開してきた。引き続き公

開で良いか。 

〔 「異議なし」の声あり 〕 

■会長 ではそのようにする。 

 ほかに全体を通して意見等はあるか。 

 

６ 報告 

（１）介護保険料について 

 

〔 事務局から資料に基づき説明 〕 

 

■会長 質問、意見はあるか。 

 

（２）第８期高齢者福祉計画・介護保険事業計画策定に向けて 

 

■事務局 第 8 期の計画について。介護保険の事業計画は 3 年に 1 度見直さなければいけ

ない。今は第 7 期の 2 年目だ。第 8 期は令和 3 年度からスタートするので今の段階から調

査を進めていかなければならない。この計画のあり方をこの会議の皆さんに諮り計画を完

成したい。今年度は今回を含めて 2 回予定し、来年度はこの計画を具体的に策定するため
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に議論を深めるので 5回予定している。御協力いただきたい。 

■会長 先ほど桐山副会長から 3 年という話があったが、もう少し先も見ていただいて考

えてほしい。 

■事務局 承知しました。 

■会長 

 何か質問、意見はあるか。 

 

（３）その他 

 地域包括センターの今後のあり方 

 

〔 事務局から資料に基づき説明 〕 

 

■会長 質問、意見はあるか。 

■西部委員 地域包括支援センターは、国が示す方針の中で、3.地域共生社会の実現に向

けた取り組みというものも、地域包括支援センターが今後やっていくということか。 

■事務局 地域共生社会について、そのようなものを見据えてセンターの将来像も一緒に

検討していくが、まだ包括支援センターが介護保険制度の中で行なっている事業なので、

今後の国の施策の方向性も見ながら検討していきたい。 

■会長 ほかに何かあるか。 

 

７ 閉会 

 

 これで予定は終了した。閉会する。 

 

〔 閉  会 〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


